
●測定部

Ａタイプ Ｂタイプ

表示値

ﾋｽﾃﾘｼｽ

設定値

表示値

設定値

ﾋｽﾃﾘｼｽ

ALM LED消灯

②比較 出力表示 ③操作スイッチ

①表 示部

②比較出力表示：比較出力の出力

③操作スイッチ

(ｴﾝﾀｰｽｲｯﾁ)：ﾀﾞﾌﾞﾙﾌｧﾝｸｼｮﾝ操作及びﾃﾞｰﾀ確定、測定状態復帰に使用

(ﾓｰﾄﾞｽｲｯﾁ)：各ﾃﾞｰﾀ設定の項目選択、比較設定ﾃﾞｰﾀのﾁｴｯｸに使用

(ｼﾌﾄｽｲｯﾁ)： 各ﾃﾞｰﾀ設定の桁選択、ｽｹｰﾘﾝｸﾞ設定ﾃﾞｰﾀのﾁｴｯｸに使用

(ｲﾝｸﾘﾒﾝﾄｽｲｯﾁ)：
のﾁｪｯｸに使用

注１）ﾀﾞﾌﾞﾙﾌｧﾝｸｼｮﾝ操作とは 　ｽｲｯﾁを押しながら他のｽｲｯﾁを

押して各種設定ﾓｰﾄﾞに入るｽｲｯﾁ操作をいいます。
注２）ｺﾝﾃﾞｨｼｮﾝﾃﾞｰﾀ設定とは、本器の各機能の動作形態を決め

るﾃﾞｰﾀ設定をいいます。

各設定ﾓｰﾄﾞでのﾒｯｾｰｼﾞ(項目)と設定ﾃﾞｰﾀは表示部に表示されますが

下記の様なﾀｲﾐﾝｸﾞで表示します。(比較ﾃﾞｰﾀの設定で説明しますが

他の設定でも同様です。)

操作なし

設定ﾃﾞｰﾀ表示の状態でｽｲｯﾁ操作がない場合ﾒｯｾｰｼﾞ(項目)表示に戻ります。
設定桁の小数点が点滅します。

＋

：ｺﾝﾃﾞｨｼｮﾝﾃﾞｰﾀ設定で
(ｽｲｯﾁ操作ﾌﾟﾛﾃｸﾄ)を

＋2秒（測定動作中）

とすると設定(変更)はできません。

（測定動作中止）
または

：設定範囲は-1999～0～9999（比較設定値）

設定範囲は0～199（ﾋｽﾃﾘｼｽ設定値）

で測定動作に復帰します。

ALM LED消灯 ALM LED消灯
ALM LED点灯 ALM LED点灯 ALM LED点灯

係なくALM LED消灯,b-c間導通となります。 (Aﾀｲﾌﾟ,Bﾀｲﾌﾟ共)

表示値＞設定値の時ALM LED点灯 a-c間導通 

（測定動作／表示）

自動復帰します。

表示値≦設定値の時ALM LED消灯 b-c間導通 

表示値＜設定値の時ALM LED点灯 a-c間導通 
表示値≧設定値の時ALM LED消灯 b-c間導通 

（ 　   　 ）

（ 　   　 ） ：設定範囲は-1999～0～9999

（センサ補正値） ：設定範囲は-99～0～99
10 桁で極性を設定します。

：設定範囲は-1999～0～9999

（測定動作中止）

ｱﾅﾛｸﾞ出力仕様のみ

： 　で測定動作に復帰します。

（測定動作／表示）
ｾﾝｻ補正値：測定値に補正設定値を加算して表示値とします。

＋2秒（測定動作中）でｽｹｰﾘﾝｸﾞﾃﾞｰﾀのﾁｪｯｸができます。

設定はできません。ｽｲｯﾁ操作がない場合、約16秒後に自動

復帰します。

1.6s以上(熱電対型)

ｽﾀｰﾄ／ﾎｰﾙﾄﾞと関係あり
ません。

※1 800ms以上 (測温抵抗体型）

リレーリセット

スタート/ホールド

比較出力

ＰＣ(印字指令信号)

※３
※３

※4 800ms (測温抵抗体型）
1.6s(熱電対型)

※5 約730ms（測温抵抗体型）
約1.5s（熱電対型）

約1.5s（熱電対型）
※8 20ms
※9 BCDﾃﾞｰﾀ出力はPCの立ち

上がりで有効

※6 約5msﾘﾚｰ動作時間
※7 約730ms（測温抵抗体型）

※７

※５ ※６

※２

※８

※１

ｵｰﾊﾞｰﾚﾝｼﾞ警告：

●ＴＣ型（熱電対）

●ＰＴ型（測温抵抗体）

●比較部

制 御 方 式：
設 定 範 囲：一段設定,-1999～0～+9999

比 較 動 作：ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ速度による
比 較 条 件：表示値＞設定値 　ALM LED点灯(Aﾀｲﾌﾟ) 

比較ﾘﾚｰ出力：接点容量

AC250V 0.2A  抵抗負荷
AC120V 0.5A  抵抗負荷
DC 28V   1A  抵抗負荷

ﾒﾓﾘﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ： EEPROMを使用し、設定ﾃﾞｰﾀを約10年間保持

（書き込み回数  10万回以上）
使用温湿度範囲：

保存温湿度範囲：

消 費 電 力：消 費 電 力：約2VA（AC100V時）
外 形 寸 法：96mm(W)×48mm(H)×95mm(D)DINｻｲｽﾞ
質　　　 量：約300g

絶 縁 抵 抗：上記の端子間 DC500V  100MΩ以上 
耐 ノ イ ズ：電源端子　ﾉｰﾏﾙ/ｺﾓﾝﾓｰﾄﾞ ±1500V

：ｵｰﾌﾟﾝｺﾚｸﾀ出力

：TTL出力 TTLﾚﾍﾞﾙ　ﾌｧﾝｱｳﾄ＝2.5V  CMOSｺﾝﾊﾟﾁﾌﾞﾙ

：出　　　力　4～20mA,0～10V
確　　　度　0.5%FS以内(23℃±5℃)
分　解　能　1/4096 相当

負荷抵抗

応答速度

保証期間は納入日より一ヶ年です。この間に発生した故障で明

１）保証

２）アフターサービス
本製品は厳重な品質管理のもとで製造、試験検査をして出荷し

らかに弊社が原因と判断される場合は、無償で修理致します、

ていますが、万一故障した場合は取扱店、または直接弊社へご
連絡（送付）してください。

（故障内容はできるだけ詳しくﾒﾓされ現品と同封していただけ
ると幸いです。）

状態を表示

注）測定動作中止の設定ﾓｰﾄﾞまたは“    ”表示の時、比較条件に関

＋

で桁を選び、　で設定します。

-10～70℃ 60%RH以下
電　　　源 ：AC90～132V(50Hz/60Hz)

AC180～264V(50Hz/60Hz)（内部ｿｹｯﾄ切換）

入力/ｱｰｽE(ｹｰｽ)端子間DC500V 1分間
入力端子/ﾘﾚｰ出力、各出力COM(BCD:D.COM
ANALOG:COM）間  DC500V 1分間
電源端子/ｹｰｽ、ﾘﾚｰ出力、入力端子、各出力COM

立ち上がり1nsの方形波　ﾉｲｽﾞ幅 500ns
取扱説明書、端子ｶﾊﾞｰ

ﾄﾗﾝｼﾞｽﾀ出力容量－電圧　MAX.30V

出力ﾘｯﾌﾟﾙ　 50mVp-p以下(0～10V出力)

0～50℃  35～85%RH(非結露）

表示値＜設定値　 ALM LED点灯(Bﾀｲﾌﾟ)

ﾉｲｽﾞ除去比   ：
表　　　　 示：

零   表   示 ：
センサ補正   ：

“ｾﾞﾛ”ｻﾌﾟﾚｽ
±99digit

NMR 40dB以上
7ｾｸﾞﾒﾝﾄLED(発光ﾀﾞｲｵｰﾄﾞ数字素子)

0.625回/秒（熱電対型）
動 作 方 式 ：2重積分方式

入 力 回 路 ：ｼﾝｸﾞﾙｴﾝﾃﾞｯﾄ形

極 性 表 示 ：ﾏｲﾅｽ温度の時に“－”を表示する。

ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ速度 :

BCD出力（入力から絶縁されています。）

ｱﾅﾛｸﾞ出力(入力から絶縁されています。)

　550Ω以下(4～20mA) 

約0.5秒

または“　　　”を点滅表示

入力センサ 　：

リニアライザ ：
ﾊﾞｰﾝｱｳﾄ警報  ：
温度ドリフト ：
過大入力電圧 ：

K,J,T,R型

ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙﾘﾆｱﾗｲｻﾞ

ﾌﾙｽｹｰﾙの±200ppm／℃（0～50℃)
DC±5V

ｾﾝｻ内部抵抗  ：50Ω以下

入力センサ 　：

リニアライザ ：
温度ドリフト ：

Pt100Ω 

ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙﾘﾆｱﾗｲｻﾞ
ﾌﾙｽｹｰﾙの±200ppm／℃（0～50℃)

外 部 抵 抗  ：ﾘｰﾄﾞ線1線あたり10Ω以下 

ﾏｲｸﾛｺﾝﾋﾟｭｰﾀ演算方式

耐　電　圧 ：

付  属  品 ：

（ 4 /4）
（ 1/ 4）

(Aﾀｲﾌﾟ)

(Bﾀｲﾌﾟ)

2

①表示部：測定値,ｴﾗｰ表示,設定

文字高さ 14.2mm(赤)

測定範囲以上の入力信号に対して“　 　”

※４

※４

1.25回/秒（測温抵抗体型）

“      ”と点滅表示

ﾓｰﾄﾞ(ﾒｯｾｰｼﾞ表示及びﾃﾞｰﾀ表示)

各ﾃﾞｰﾀ項目の設定(0～9～-1に順送り)ｺﾝﾃﾞｨｼｮﾝﾃﾞｰﾀ

＋2秒(測定動作中)で設定に入りｽｲｯﾁ操作がない場合 約16秒後に

電流  MAX.10mA
出力飽和電圧10mAの時 1.2V以下

10kΩ以上(0～10V) 

※2 1.5ms以上

このたびはAT-803ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙ温度計を、お買い上げいただきまして
ありがとうございます。輸送中での破損がないか仕様上の違いがない
かをご確認のうえ、ご使用ください。なお、この取扱説明書は、お使
いになられる方のお手元に届くようにお願いいたします。

Ｅ Ｍ Ｓ Ｉ

8s後(0.8s表示)

※3 6ms MAX.ﾘﾚｰﾘｾｯﾄ動作は

(BCD:D.COM,ANALOG:COM)間　AC1500V 1分間

ALMLED

(2)電源電圧は使用可能範囲内で使用してください。使用可能

(3)本書の内容に関しては製品改良の為予告なしに変更するこ

(4)本書の内容については万全を期して作成しましたが，万一

(5)本書をお読みになった後は，いつでも見られる場所に，必

(1)入力に最大許容値を超える電圧や電流を加えると，機器の

Ａ Ｂ Ｃ

ﾘﾚｰ出力

①②③：入力端子(Ａ,Ｂ,Ｃ)

E

a c
TC

RTD
Pt

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

b

　　破損につながります。

　　範囲外で使用しますと火災・感電・故障の原因となります。

　　とがありますのでご了承ください。

　　ご不審な点や誤り，記載もれなど，お気付きのことがあり
　　ました場合は、取扱店または直接弊社へご連絡ください。

　　ず保存してください。

5min.

φ3.2min.

5.
9m

ax
.

3.6max.

NC

INPUT
AC POWER

④⑤⑥：比較出力端子(リレー接点)

・2線式の場合は、②と③を短絡してください。
・PT100Ω3線式を①②③端子に接続してください。

⑦：Ｅ端子（Ｅ）

⑧⑨：電源端子（ＰＯＷＥＲ）

接地用の端子です。

AC250V/0.2A,AC120V/0.5A,DC28V/1A:抵抗負荷定格容量内で
ご使用ください。

本体用の電源を接続します。本器には電源ｽｲｯﾁが付いていま

・入力には測温抵抗体以外の入力を絶対に加えないでください。

せんので、電源を接続するとすぐに動作状態となります。

■ＰＴ型(測温抵抗体) 

■ＴＣ型(熱電対) 
・熱電対の＋を①に、－を②に接続してください。

・③端子にはなにも接続しないでください。

・①②端子間には、過大入力±5V以上の電圧を絶対に加えな
いでください。

注)③端子のﾈｼﾞがゆるんでいる場合は締めてください。
ゆるんでいると測定に誤差が生じます。

ＵＭ－４５１６６ｆ

Homepage　　　http://www.asahikeiki.co.jp

名古屋営業所 〒465-0025  名古屋市名東区上社4-29-1
TEL　052（701）9671（営業直通） FAX 052（701）9700

TEL　03（3759）6171（代表）
FAX　03（3757）2989（営業直通)

東京営業所 03（3759）6177（営業ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ）
本社　　　　 〒146-8505　東京都大田区矢口2-33-6

大阪営業所　 〒564-0053　大阪府吹田市江の木町17-1　江坂全日空ビル4階1号室
TEL　06（6310）8565（営業直通） FAX 06（6310）8500

Ｅ

Ｍ

Ｅ

Ｍ

Ｓ

Ｉ

Ｅ

Ｍ ＭＳ Ｓ Ｉ

Ｅ Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｅ

Ｍ

Ｍ

Ｓ Ｉ

Ｅ Ｓ

Ｅ

Ｓ

Ｅ

Ｍ

Ｍので、他の端子と接触しないように注意してください。

　　　　　供給電圧の中性点で充電されています



１ ３ ６ ９８７５４２

銅 線電
対

熱

します。
設定ﾚﾝｼﾞの0%,95%に相当する入力を加え、表示値を確認

(2)表示値の確認

INPUT AC POWER

B CA

AC電源

(K.J.T.R)

氷水0℃

・ﾘﾚｰﾘｾｯﾄ端子(R.RE)

４）制御端子について

３）イネーブル入力：ＥＮＡＢＬＥ

（NPN型）

１）ｵｰﾌﾟﾝｺﾚｸﾀ出力

NCは空き端子ですが、中継端子として使用しないでください。

・各制御信号の入力は無電圧接点入力で供給してください。
ﾄﾗﾝｼﾞｽﾀ等で入力する場合はｵｰﾌﾟﾝｺﾚｸﾀ出力としてください。
接点入力の場合は微小電流用を使用してください。
各制御端子の入力定格は、“0”ﾚﾍﾞﾙ(ON時)：1.5V以下、

“1”ﾚﾍﾞﾙ（OFF時）：3～5V、入力電流 -2mA以下となって
います。(第9図)

本器内部 制御側

D.COM

-2mA

ｽｲｯﾁ

S/H,R.RE

ﾄﾗﾝｼﾞｽﾀ

２ ４ ８７６５３１

●ｺﾈｸﾀ接続図(上側ｺﾈｸﾀ）

NCNC NC NCNCCOM0-10V4-20mA

4～20mA(0～10V)の出力が得られます。設定はｽｹｰﾘﾝｸﾞﾃﾞｰﾀ

本器のｱﾅﾛｸﾞ出力は表示値の任意の範囲で、その変化に従って

表示値の範囲を設定します。
：ｱﾅﾛｸﾞ出力が20mA(10V)の時の表示値
：ｱﾅﾛｸﾞ出力が 4mA( 0V)の時の表示値

例）表示値が1000のとき、ｱﾅﾛｸﾞ出力を20mA(10V)
表示値が100のとき、ｱﾅﾛｸﾞ出力を4mA(0V) にする場合

と設定します。

AOHI 1000

表示値

4 mA 2 0m A0

注３）設定範囲外のｱﾅﾛｸﾞ出力は、正しく出力されません。

範囲以上の時、出力は21mA(12V)以上となります。

ｱﾅﾛｸﾞ出力値

AOLO  100

出荷時の初期値として下表のﾃﾞｰﾀが設定されています。

(ＨＹＳ)

(Ｓ--Ａ)
ＰＴ

表　 示

ＰＴ ＴＣ
表　 示

(ＡＯＨＩ)

(ＡＯＬＯ)

(ＳＨＦ)

ＰＴ ＴＣ
表　 示

(ＲＮＧ)

(ＵＮＩＴ)

(ＰＲＯ)
(Ｃ-ＴＹ)

レンジ センサ
入　力 測定範囲 分解能 確度

Ａ

Ｂ

Ｊ

Ｔ

Ｒ

Ｊ

Ｔ

Ｒ

0.1Ｆ

1Ｆ

1Ｆ

校正はJIS　C-1602の熱起電力mV入力
冷接点補償確度　±1℃(10～40℃)

温　度

分解能 確度

1Ｆ

1Ｆ
ＰＢ

ＪＰＢ

校正はJIS　C-1604による

※受注品　納期についてはお問い合わせください。

※2.AC180～264V
1.AC 90～132V電源

機種名

ｼﾘｰｽﾞ名

PT:測温抵抗体
TC:熱電対

適合ｾﾝｻ

1.無し

※3.0～10V
※5.TTL出力
※6.ｵｰﾌﾟﾝｺﾚｸﾀ出力

出力

BCD出力

ｱﾅﾛｸﾞ出力※2.4～20mA

NCは空き端子ですが、中継端子として使用しないでください。

注２）表示値が　　 　、　 　の点滅の時、およびｱﾅﾛｸﾞ出力の

表示値が“      ”点滅のとき出力は0mA(0V)となります。

表 示内 容

小 数 点 の 点滅

小 数 点点 滅

小 数 点点 滅

の 異 常

本 体 内 部 メ モリ ー

比 較 デ ー タ異 常

コ ン デ ィ ショ ン
デ ータ 異 常

で も 復 旧 し ない 場 合 は 取 扱店 ま た
は 直 接 弊 社 へご 連 絡 く だ さい 。

比 較 デ ー タを 再 設 定 し てく だ さ い 。

コ ン デ ィ ショ ン デ ー タ を再 設 定 し
て く だ さ い。

スタ ー ト /ホ ー ルド が Ｏ Ｎ で設 定
変更 さ れ た 場 合は 、 ホ ー ル ドを 一

電 源 を 再 投 入し て く だ さ い。 そ れ

旦解 除 し て く ださ い 。

セ グ メン ト 点 灯 、

点 滅
ＰＴ タ イ プ

点 滅
ＴＣ タ イ プ

入 力 線 をお 確 か め くだ さ い 。

入 力 線 をお 確 か め くだ さ い 。
（ バ ー ンア ウ ト ）

連続 点 滅

ＰＴ タ イ プ
入 力 線 をお 確 か め くだ さ い 。点 滅

a,b,cい ずれ か の

行ってください。
の影響を受けていると思われますので、適切なﾉｲｽﾞ対策処理を

R.RE端子をD.COM端子と短絡または“0”ﾚﾍﾞﾙにすることにより
比較出力をOFF(下側ｺﾈｸﾀのb-c間導通)にします。
比較出力表示も消灯します。ｽﾀｰﾄ/ﾎｰﾙﾄﾞの状態に関係なく制御
できます。

端子をD.COM端子と短絡または“0”ﾚﾍﾞﾙにすることにより直前の
ﾃﾞｰﾀ、比較結果を保持します。
端子を開放または“1”ﾚﾍﾞﾙにすることにより測定を再開します。

ENABLE端子(23,24)をそれぞれD.COM端子(33,34)と短絡または

(OVER)の出力ﾄﾗﾝｼﾞｽﾀが“OFF”の状態となります。
(TTLの場合はﾊｲｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽ状態となります）

注)“----”表示の時,測定ﾃﾞｰﾀ,極性,ｵｰﾊﾞｰ,印字指令信号はすべて
ﾄﾗﾝｼﾞｽﾀ“OFF”または“0”ﾚﾍﾞﾙとなります。

、　 　は、ｱﾅﾛｸﾞ出力仕様のときのみ表示します。

AT－ 803－ □□－□□

、　    、         の表示が頻繁に出る場合は、ﾉｲｽﾞ等

◎BCDﾃﾞｰﾀ出力(入力(LO)から絶縁されています。)
測 定 デ ー タ： 
極  性  信  号：
オーバー信号　：
印字指令信号  ：測定完了毎に約20msの間ﾄﾗﾝｼﾞｽﾀ“ON”

負論理 論理“1”の時ﾄﾗﾝｼﾞｽﾀ“ON”
ﾏｲﾅｽ表示の時ﾄﾗﾝｼﾞｽﾀ“ON”
ｵｰﾊﾞｰ表示の時ﾄﾗﾝｼﾞｽﾀ“ON”

ﾄﾗﾝｼﾞｽﾀ出力容量：電圧  MAX.30V

※上記の各信号を負論理にすることも可能です。

２）TTL出力
◎BCDﾃﾞｰﾀ出力(入力(LO)から絶縁されています。)

測 定 デ ー タ：
極  性  信  号：
オーバー信号　：

ﾄﾗｲｽﾃｰﾄﾊﾟﾗﾚﾙBCD正論理ﾗｯﾁ出力

上記の各信号：TTLﾚﾍﾞﾙ　ﾌｧﾝｱｳﾄ＝2

23℃±5℃
35～85%RH

１ ３ ６ ９８７５４２

B CA

●ＰＴ型（測温抵抗体）

行ってください。
(2)表示値の確認

設定ﾚﾝｼﾞの0%,95%に相当する抵抗値を接続し、表示値を
確認します。

(1)第7図のように接続して、電源を通電し30分以上ﾗﾝﾆﾝｸﾞを

INPUT AC POWER

AC電源ﾀﾞｲﾔﾙ形可変抵抗器

NC

R.RE

●ｺﾈｸﾀ接続図(上側ｺﾈｸﾀ)MIL規格準拠ｺﾈｸﾀ

印字指令信号  ： 測定完了毎に約20msの正ﾊﾟﾙｽ

・各制御端子は入力と絶縁されています。

機　  能

0.1Ｆ
0.1℃
0.1Ｆ

1℃

1℃

1℃

1℃

1℃

1Ｆ

1℃

0.1℃

-100.0～199.9℃
-148.0～391.8Ｆ

-100.0～199.9℃

-100  ～  600℃

-100  ～  600℃

±0.15%FS
±0.15%FS

±0.15%FS

±0.3%FS
±0.3%FS

±0.15%FS

1Ｆ

センサ補正値

アナログ出力ＨＩ設定

アナログ出力ＬＯ設定

比較値設定

ヒステリシス設定

機　  能

機　  能

入力レンジの設定
温度単位の設定

比較出力の選択
スイッチ操作プロテクト

初 期 値

初 期 値

初 期 値

Ｋ

Ｋ

0.1℃

±0.3%FS

±0.3%FS

（ 3/4 ）（ 2/4）

設定の  　　（ｱﾅﾛｸﾞHI設定値)と　　  (ｱﾅﾛｸﾞLO設定値)で

“0”ﾚﾍﾞﾙにすると、それぞれの桁のﾃﾞｰﾀおよび極性(POL),ｵｰﾊﾞｰ

・ｽﾀｰﾄ／ﾎｰﾙﾄﾞ端子(S/H)

エ ラ ー 内 容 復 旧 方法

取 扱店 ま た は 直 接弊 社 へ ご 連 絡く
だ さい 。

入 力 端子 Aま た は
Bが オ ープ ン

入 力端 子 Cが
オ ープ ン

入 力 端 子 Aまた は
Bが オ ー プ ン

が デー タ 入 力 待ち の
状 態

マイクロコ ンピュータ

ＴＣ

センサ
入　力

レンジ
温　度

ﾏｲﾅｽ表示の時 “1”ﾚﾍﾞﾙ
ｵｰﾊﾞｰ表示の時 “1”ﾚﾍﾞﾙ

電流　MAX.10mA
出力飽和電圧 10mAの時1.2V以下

-58  ～ 2192Ｆ

-10  ～ 1700℃
 14  ～ 3092Ｆ

-50.0～199.9℃

-58.0～391.8Ｆ
-50  ～ 1200℃

-50  ～ 1000℃
-58  ～ 1832Ｆ
-50  ～  400℃
-58  ～  752Ｆ

±0.2%FS
±0.2%FS

±0.5%FS

±0.6%FS
±0.6%FS
±0.4%FS

±0.4%FS

±0.2%FS

±0.2%FS

±0.5%FS

-148  ～ 1112Ｆ

-148.0～391.8Ｆ

ＰＡ Pt-100

JPt-100ＪＰＡ

JPt-100

Pt-100
-148  ～ 1112Ｆ

23℃±5℃
35～85%RH測定範囲

＋ （測定動作中止）

（入力ﾚﾝｼﾞの設定） 入力端子に対応したﾚﾝｼﾞに
設定します。PTとTCで異なります。

(PAﾚﾝｼﾞ)

(JPAﾚﾝｼﾞ)

(PBﾚﾝｼﾞ)

(JPBﾚﾝｼﾞ)

(Aﾚﾝｼﾞ)

(Bﾚﾝｼﾞ)

(Jﾚﾝｼﾞ)

(Tﾚﾝｼﾞ)

(Rﾚﾝｼﾞ)

(温度単位の設定)

(単位℃)

(単位Ｆ)

表示を℃にします。

表示をＦにします。

(比較出力ﾀｲﾌﾟの選択)

表示値＞設定値のときALM LED点灯 
ﾘﾚｰ出力a-c間導通

ﾘﾚｰ出力a-c間導通
表示値＜設定値のときALM LED点灯 

(ｽｲｯﾁ操作ﾌﾟﾛﾃｸﾄ)

(Aﾀｲﾌﾟ)

(Bﾀｲﾌﾟ)

設定値の変更ができます。)

設定値の変更ができません。)

＋2秒(測定動作中)でｺﾝﾃﾞｨｼｮﾝﾃﾞｰﾀのﾁｪｯｸができます。

ｽｲｯﾁ操作がない場合、16秒後に自動復帰します。

で測定動作に復帰します。

本体下面の2ヶ所の穴にﾏｲﾅｽ
ﾄﾞﾗｲﾊﾞを入れ回転させるよう
にこじって前面ﾊﾟﾈﾙをはず
します。次にｹｰｽ前面を広げ
るようにして後ろからﾌﾟﾘﾝﾄ
板を押し出します。
電源ﾄﾗﾝｽ後部のｿｹｯﾄを差し
換えることにより、電源電圧
の変更ができます。

100 100
AC90-132V時

ST
50

AC180-264V時

ST
50

200 200

の範囲を超える場所、温度変化が急激に結露するような場所
には、設置しないでください。

場所で使用してください。
・振動、衝撃がかからないようにしてください。

・推奨ﾊﾟﾈﾙ板厚は1～5mmです。
・直接日光が当たる場所、周囲温度が0～50℃、湿度35%～85%

(1)第6図のように接続して、電源を通電し30分以上のﾗﾝﾆﾝｸﾞを
行ってください。

●ＴＣ型（熱電対）

ください。
校正の結果確度外の場合は、取扱店または直接弊社へご連絡

(測定動作中の比較ﾃﾞｰﾀの設定(  ＋2秒)で

(測定動作中の比較ﾃﾞｰﾀの設定(  ＋2秒)で

PT(測温抵抗体型)

設定はできません。

(測定動作/表示)

TC(熱電対型)

・ちり、ｺﾞﾐ、電気部品に有害な化学薬品、腐食性ｶﾞｽ等の無い

取付ﾊﾟﾈﾙ

(2本)
取付ﾈｼﾞ

本体

取付ﾊﾞﾝﾄﾞ
ﾌﾛﾝﾄﾊﾟﾈﾙ

MI
N.

70

45

MIN.120

後面よりﾊﾞﾝﾄﾞで締め付けます。
第5図の大きさの取付穴をあけ、本体をﾊﾟﾈﾙ前面よりﾊﾒ込み
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